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のだ

種駒打ち体験　４月28日
野田小学校３学年がシイタケの種駒打ちの
体験学習を行いました。シイタケ生産者か
ら説明を受け、打ち込みに悪戦苦闘しなが
らも体験を楽しみました。
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平
成
28
年
度
の
予
算
を
審
査

す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
岩
岡

吉
比
古
委
員
長
）
は
３
月
７
日

と
８
日
の
２
日
間
開
か
れ
、
一

般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
総
額

81
億
６
８
１
６
万
円
の
事
業
内

容
を
慎
重
に
審
査
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
予
算
の
主
な
特
徴
と

し
て
は
、
高
台
団
地
の
造
成
や

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
復

興
に
お
け
る
「
住
」
の
部
分
が

27
年
度
で
完
了
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
復
興
の
重
心
が
中
心
部

の
街
並
み
再
生
に
移
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

都
市
公
園
事
業
に
12
億
４
２

８
０
万
円
を
投
入
す
る
ほ
か
、

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
城
内
地

区
と
北
区
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
避

難
所
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
施

設
を
整
備
し
ま
す
。
城
内
地
区

の
防
災
拠
点
施
設
は
１
階
に
保

健
セ
ン
タ
ー
が
入
り
、
３
階
の

屋
上
に
避
難
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
北

区
地
区
の
防
災
拠
点
施
設
に
は

太
陽
光
発
電
を
使
用
し
た
蓄
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
非
常
時

に
対
応
し
ま
す
。

単位（円） 28年度当初予算 27年度当初予算 増減率
一般会計 6,918,145,000 9,839,440,000 -29.7%

国民健康保険事業特別会計 713,200,000 702,600,000 1.5%

後期高齢者医療特別会計 39,900,000 41,100,000 -2.9%

農業集落排水事業特別会計 51,224,000 54,445,000 -5.9%

漁業集落排水事業特別会計 8,992,000 8,791,000 2.3%

公共下水道事業特別会計 299,523,000 246,122,000 21.7%

簡易水道事業特別会計 136,155,000 154,389,000 -11.8%

国民宿舎事業特別会計 1,021,000 9,121,000 -88.8%

合　　計 8,168,160,000 11,056,008,000 -26.1%

久慈工業高等学校造成中の都市公園 都市公園のイメージ図

総額81億円可決総額81億円可決総額81億円可決 ３月定例会

　３月定例会は、３月２日～９日の間で開催され、平成28年度予算をはじめ条例案
や補正予算案等を審議しました。
　決算特別委員会は、３月７日と８日で行われ、一般会計および８つの特別会計を慎
重審査し、すべての会計を「認定すべきもの」と決定しました。
　一般質問は４名が登だんし、村政に鋭く切り込みました。（６～ 13 ページ）

～平成28年度予算～
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◎ハード事業◎
・都市公園事業　12億4,280万円
　………都市公園を整備するもの。

・復興道路事業　3億3,376万円
　………市街地を結ぶ避難路を整備するもの。

・保健センター整備事業　3億2,253万円
　………東日本大震災により流失した保健センターを再

建するもの。

・城内地区防災拠点施設整備事業　2億8,445万円
　………被災した保健センターの整備と併せ、防災拠点

や避難施設、集会所の機能を付加した施設を整備
する。

・公営住宅整備事業　2億7,922万円
　………区画整理事業区域内等に村営住宅の整備を行う。

・土地区画整理事業　2億3,316万円
　………城内地区の土地区画整理事業を行う。

・北区地区防災センター整備事業　1億8,993万円
　………避難困難地域解消に向けた防災センターの整備

と併せ、集会場の機能を付加した施設を整備する。

◎ソフト事業◎
・災害援護資金貸付事業　3,500万円
　………東日本大震災による被災者への災害援護資金を

貸付けする。

・緊急雇用創出事業　3,271万円
　………生活再生支援、水産加工品の販路拡大、村の情

報発信等を行うための雇用を創出する。

・安心子育て環境づくり事業　3,211万円
　………０歳児から２歳児までに加えて第２子以降の保

育料を無料とし、子育て世帯の負担を軽減する。

・統一的な基準による地方公会計整備事業　1,713万円
　………平成29年度までに整備の必要な「統一的な基

準による地方公会計（複式簿記）」に対応するた
め、固定資産台帳や新基準財務書類作成システム
等を整備する。

・公共施設等総合管理計画策定事業　1,583万円
　………公共施設等の全体の状況を把握し、長期的な視

点をもって更新・統廃合・長寿命化などを計画的
に行うために管理計画を策定する。

　平成28年度野田村一般会計予算について、
賛成の立場から討論を行います。
　震災から間もなく５年を迎えます。今月に
は城内高台団地・新町に災害公営住宅が完成
し、４月からの入居が始まります。高台団地
への自力再建住宅建設、土地区画整備事業区
域内にも住宅再建が進んでおります。今後は
新しい地域でのよりよいコミュニティが構築
されるよう願うところですが、被災者のなか
には未だに仮設住宅での生活を強いられ、不
便な生活をしている方々もおられます。この
ような状況のなか、平成28年度一般会計予
算は、震災からの復旧復興がさらに加速され
るよう村当局が一丸となってハード事業、ソ
フト事業の予算編成に取り組み、鋭意努力し
ている姿勢が見受けられます。計上された予
算が十分に反映されれば、村民が求める安心
安全な村づくりに繋がるものと期待をいたし
まして、賛成討論といたします。

賛成
討論

八幡  文耕
　　　議員

～主な予算内容～
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米
田
忠
一
委
員　

民
生
費
負
担

金
約
７
５
４
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
長　

28
年
度
は
第

２
子
以
降
の
保
育
料
が
無
料
化

に
な
る
こ
と
に
よ
る
保
育
料
運

営
費
負
担
金
の
減
少
に
よ
る
も

の
。

め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
で
毎
週
日
曜

放
送
し
て
い
る
。

米
田
忠
一
委
員　

野
田
村
定
住

促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
。

特
定
課
題
対
策
課
長　

野
田
村

へ
定
住
し
た
人
が
家
を
新
築
し

た
り
、
購
入
し
た
場
合
に
助
成

す
る
も
の
。
家
族
構
成
に
よ
っ

て
、
最
大
１
５
０
万
円
に
な
っ

て
い
る
。

米
田
徳
一
郎
委
員　

委
員
会
そ

の
も
の
の
今
後
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
疑
義
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

村
と
し
て
は
一
つ

の
案
件
に
対
し
て
、
意
見
を
聞

く
重
要
な
機
関
だ
と
い
う
ふ
う

に
理
解
を
し
て
い
る
。

村
長　

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
出

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
始
ま
っ
た
が
、
な
か
な
か
出

て
こ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
も
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
と
い
う
こ
と
で

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
協
議
し

て
行
き
た
い
。

八
幡
委
員　

追
悼
式
に
関
し
て

村
と
し
て
は
い
つ
ま
で
続
け
て

行
く
つ
も
り
な
の
か
。

村
長　

追
悼
の
気
持
ち
は
一
生

続
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

行
事
と
し
て
い
つ
止
め
る
か
と

い
う
の
は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、

答
え
は
申
し
述
べ
る
状
況
に
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
内
部
で

も
う
少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

米
田
忠
一
委
員　

地
域
水
産
加

工
品
販
路
拡
大
事
業
の
内
容
に

特
産
品
関
連

水
産
品
事
業

震
災
追
悼
式

米
田
徳
一
郎
委
員　

本
村
は
特

産
品
の
ほ
と
ん
ど
が
加
工
さ
れ

な
い
で
流
通
さ
れ
、
産
業
振
興

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
が
ん
ば
る
の
だ
応
援

寄
付
金
と
さ
ら
に
結
び
付
け
て

行
く
た
め
に
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

加
工
施
設
の
整
備
や
雇

用
の
確
保
も
含
め
て
も
っ
と
進

め
て
い
き
た
い
。
モ
ノ
で
は
な

く
て
地
域
そ
の
も
の
を
お
礼
に

す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
も
進

ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
、
今
後

検
討
し
て
行
き
た
い
。

米
田
忠
一
議
員　

復
興
の
絆　

村
の
元
気
発
信
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
。

総
務
課
長　

事
業
費
は
全
額
国

か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。
内
容
は
、

村
の
状
況
を
撮
影
し
て
テ
レ
ビ

ま
た
は
ｗ
ｅ
ｂ
で
流
し
て
い
る
。

元
気
発
信
事
業

定
住
促
進
事
業

民
生
費
負
担
金

特別委員会特別委員会特別委員会特別委員会

21
世
紀

む
ら
づ
く
り
委
員
会

～主な質疑を抜粋して紹介します～



つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長　

緊
急
対
策
雇

用
事
業
を
導
入
し
て
、
26
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。
株

式
会
社
の
だ
む
ら
に
委
託
し
て

い
る
。
内
容
は
雇
用
が
主
目
的

で
、
人
件
費
１
名
分
、
車
の
借

り
上
げ
料
及
び
燃
料
費
。
水
産

加
工
品
等
の
調
査
事
業
。

米
田
忠
一
委
員　

商
工
会
補
助

金
が
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
え
て

い
る
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

増
え
た
部
分

と
し
て
は
、
は
ま
な
す
の
再
生

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ま
ち
な

か
創
出
事
業
で
あ
る
。
は
ま
な

す
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
試
み

る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
夜

市
の
開
催
や
テ
ナ
ン
ト
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
へ
の

支
援
と
聞
い
て
い
る
。

山
田
委
員　

震
災
の
記
憶
と
地

域
の
元
気
発
信
事
業
に
つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長　

緊
急
雇
用
事

業
が
27
年
度
で
完
了
に
な
り
、

国
か
ら
新
た
に
被
災
地
支
援
総

合
交
付
金
が
創
出
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
事
業
を
展
開
し
た

い
。
中
身
は
、
被
災
地
ガ
イ
ド

の
養
成
、
復
興
状
況
の
発
信
、

被
災
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
な
ど
で
あ
る
。

八
幡
委
員　

今
度
改
修
す
る
上

明
内
住
宅
に
関
し
て
、
水
洗
化

と
同
時
に
風
呂
の
改
修
を
行
い
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
導
入
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

28
年
度
に
つ

い
て
は
屋
根
と
外
壁
の
補
修
、

ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
で
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修

は
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

廣
内
委
員　

山
村
広
場
の
管
理

棟
内
の
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
た

り
、
ガ
ラ
ス
に
穴
が
開
い
て
い

る
。
国
体
に
入
れ
ば
、
会
場
の

玄
関
口
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で

改
修
の
予
定
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

軽
微
な
改
修
に
つ

い
て
は
出
来
る
限
り
改
修
し
、

清
掃
に
つ
い
て
も
国
体
ま
で
に

早
急
に
行
っ
て
い
く
。

山
田
委
員　

総
合
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
に
お
い
て
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ト
の
設
置
は
検
討
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

面
積
的
に
厳
し
く
、

空
き
部
屋
を
使
用
し
て
も
ら
う

か
た
ち
で
あ
る
。
今
後
全
体
の

改
修
等
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

際
に
検
討
し
て
行
く
。

山
田
委
員　

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
次
長　

こ
れ
か
ら
お
願
い

し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

野
球
競
技
に
つ
い
て
は
久
慈
工
、

野
田
中
野
球
部
の
生
徒
に
も
お

願
い
し
、
運
営
し
て
く
こ
と
に

な
る
か
と
思
う
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
と
野
球
、
両
方
と
も
役
場

職
員
を
含
め
、
50
人
く
ら
い
の

規
模
に
な
る
予
定
。

山
村
広
場

⑤－ 議会だより  のだ　№135

地
域
元
気
発
信
事
業

上
明
内
村
営
住
宅

商
工
会
補
助
金

総
合
セ
ン
タ
ー

予算予算予算予算

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



米
田
議
員　

近
隣
商
業
地
域
に
、

再
建
さ
れ
る
見
込
み
数
と
移
設

さ
れ
た
仮
設
店
舗
へ
の
入
居
状

況
、
自
立
の
見
込
み
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

飲
食
店
の
本
設
再
建
や

リ
メ
ン
バ
ー
ホ
ー
プ
ビ
レ
ッ
ジ

「
ね
ま
ー
る
」へ
の
出
店
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
移
設
し
た
仮

設
店
舗
の
入
居
は
５
件
、
業
種

は
鮮
魚
店
や
自
動
車
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
本
設
再
建
に
つ
い

て
も
補
助
金
を
活
用
し
た
再
建

を
促
し
支
援
し
て
い
く
。

米
田
議
員　

久
慈
工
業
高
校
の

存
続
に
つ
い
て
伺
う
。

１　

久
慈
工
業
高
校
の
校
舎
制

導
入
に
対
す
る
現
行
維
持
の
対

案
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

２　

学
科
再
編
な
ど
で
定
員
確

保
を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
考

え
は
。

３　

都
市
部
と
の
格
差
を
ど
の

様
に
捉
え
、
解
消
に
何
が
必
要

と
考
え
る
か
。

４　

支
援
団
体
を
新
た
に
組
織

し
、
存
続
運
動
を
展
開
す
べ
き

と
思
う
が
。

村
長

１　

本
村
と
し
て
は
復
旧
復
興

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る

最
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
到

底
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
地
域
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

取
り
組
む
当
面
の
間
は
、
同
校

を
存
続
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ

た
。

２　

従
来
の
制
度
に
新
た
に
通

学
定
期
券
の
購
入
助
成
を
２
学

年
ま
で
拡
充
し
た
ほ
か
、
下
宿

先
の
確
保
を
図
る
た
め
改
修
費

30
万
円
を
限
度
に
補
助
で
き
る

よ
う
、
要
綱
を
改
正
、
予
算
措

置
を
行
う
。

３　

県
の
計
画
案
は
教
育
環
境

の
格
差
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
統
廃
合
を
論
じ
る
の

で
は
な
く
、
久
慈
工
業
高
校
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
る
努
力
が

必
要
。

４　

守
り
育
て
る
会
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
、
村
が
一
体
と
な

り
、
存
続
運
動
を
展
開
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

米
田
議
員　

旭
町
、
本
町
通
り

の
街
並
み
再
生
は
想
定
内
か
、

課
題
や
反
省
点
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

土
地
区
画
整
備
事
業
の

使
用
収
益
開
始
は
平
成
28
年
２

月
を
予
定
。
工
事
の
進
捗
率
は

64
％
で
、
大
鳥
居
前
の
１
号
線

沿
い
の
住
宅
再
建
の
遅
れ
が
見

ら
れ
る
が
、
概
ね
予
定
通
り
進

ん
で
い
る
。
今
後
は
、「
に
ぎ
わ

い
の
再
生
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
」
と
い
う
地
域

づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
協
議
会
の
意
見
要
望
の
主

な
も
の
は
、
早
期
再
建
の
為
の

土
台
作
り
を
急
げ
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
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米
田
　
徳
一
郎
　
議
員

村
長　

魅
力
を
高
め
る
努
力
が
必
要

久
慈
工
業
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

街
並
み
再
生

久慈工業高等学校

本町通りのようす

リメンバーホープビレッジ「ねまーる」

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う



少
な
い
部
位
を
求
め
る
傾
向
が

強
い
、
モ
モ
肉
ウ
デ
肉
の
購
買

量
が
増
え
る
こ
と
が
村
内
で
の

安
定
供
給
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

米
田
議
員　

人
口
減
少
の
要
因

に
晩
婚
化
や
未
婚
志
向
化
が
あ

る
と
聞
く
。
の
だ
恋
通
信
事
業

の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

婚
活
支
援
対
策
と
し

て
結
婚
相
談
会
、
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
の
参
加
、
セ
ミ
ナ
ー

事
業
な
ど
を
実
施
。
３
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
て
い
る
。

今
後
も
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
や
交

流
事
業
と
の
連
携
を
図
り
、
よ

り
参
加
し
や
す
い
出
会
い
の
場

づ
く
り
な
ど
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な

が
ら
既
婚
率
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

米
田
議
員　

村
道
愛
宕
町
線
の

事
業
化
の
経
緯
と
赤
線
道
路
や

集
落
道
の
箇
所
数
及
び
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

平
成
22
年
２
月
24
日
付

で
愛
宕
町
町
内
会
か
ら
要
望
を

受
け
て
調
査
し
、
事
業
化
に
つ

い
て
交
渉
を
進
め
て
き
た
。
し

か
し
、
平
成
23
年
の
震
災
で
交

渉
を
一
時
中
断
し
て
い
た
が
、

震
災
関
連
事
業
の
進
捗
を
見
極

め
交
渉
を
再
開
、
協
力
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
平
成
26
年
度
か

ら
新
た
に
事
業
化
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
程
度
の
条
件
を
備
え
た

赤
線
道
路
や
集
落
道
は
概
ね
10

カ
所
あ
る
が
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
地
域
か
ら
の
要
望
や
現
地

の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

米
田
議
員　

当
村
の
主
産
業
は
、

農
業
と
漁
業
が
中
心
で
経
営
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
有
る
が

そ
の
対
策
を
伺
う
。

１　

県
北
地
域
に
換
金
性
の
高

い
ブ
ラ
ン
ド
米
の
種
子
開
発
や

開
発
さ
れ
た
種
子
が
提
供
さ
れ

な
い
問
題
に
つ
い
て
。

２　

一
月
の
低
気
圧
被
害
の
状

況
と
支
援
策
に
つ
い
て
。

３　

村
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
あ

る
福
来
豚
の
安
定
供
給
策
に
つ

い
て
。

村
長　

１　

県
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
と
し
て
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
が
栽
培
適
地
と
し
て
示
し

た
地
域
に
限
定
し
て
い
る
ほ
か
、

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
期
間
の
平
成

29
年
度
ま
で
は
面
積
配
分
も
高

品
質
･
良
食
味
米
生
産
に
向
け

た
取
り
組
み
が
優
れ
た
Ｊ
Ａ
に

傾
斜
配
分
を
行
う
な
ど
、
厳
格

な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
県
北
地
域
に
は
供
給
さ

れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

県
北
地
域
で
の
新
た
な
奨
励
品

種
の
開
発
に
向
け
、
久
慈
市
の

ほ
場
に
お
い
て
現
地
適
応
性
に

取
り
組
み
中
と
伺
っ
て
い
る
。

２　

２
月
19
日
現
在
で
ワ
カ

メ
、
ホ
タ
テ
養
殖
施
設
41
台
、

１
０
５
２
万
４
千
円
、
生
産

物
被
害
ホ
タ
テ
・
ワ
カ
メ

３
１
２
８
万
８
千
円
で
玉
川
下

安
家
地
区
に
集
中
し
た
。
支
援

に
つ
い
て
は
最
終
的
な
被
害
状

況
が
判
明
し
次
第
、
生
産
活
動

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

３　

村
内
で
の
購
買
傾
向
は

ロ
ー
ス
や
バ
ラ
肉
な
ど
肉
量
の
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村
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婚
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援
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村
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小
野
寺
議
員　

東
日
本
大
震
災

か
ら
５
年
を
迎
え
、
村
内
に
お

い
て
復
旧
復
興
に
向
け
て
各
種

大
型
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
将
来
を
担
う
小
中

学
生
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
、

将
来
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

学
校
経
営
の
中
に
復

興
教
育
を
位
置
付
け
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
た
。

今
年
度
は
中
学
１
年
生
が
三
陸

沿
岸
道
浜
山
ト
ン
ネ
ル
の
見
学

会
を
行
い
、
今
後
も
現
場
見
学

会
も
含
め
、
復
興
教
育
を
進
め

て
参
り
た
い
。

小
野
寺
議
員　

消
防
団
員
の
確

保
に
向
け
て
様
々
な
処
遇
改
善

や
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
入
団
し
や
す
い

環
境
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
若
い
役
場
職
員
に
１
年

間
体
験
入
団
を
実
施
さ
せ
る
こ

と
は
、
地
域
貢
献
や
災
害
対
応

技
術
の
習
得
に
も
な
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長　

今
年
度
、
出
動
手
当
の

増
額
に
向
け
て
、
消
防
団
と
協

議
を
重
ね
、
１
回
の
出
動
に
対

し
、
一
律
２
５
０
０
円
を
支
給

す
る
こ
と
と
し
た
。
役
場
職
員

と
し
て
地
域
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
認
識
・
自
覚
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
状
況
等
が
許
せ

ば
自
ら
入
団
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

小
野
寺
議
員　

年
報
酬
と
出
動

手
当
の
一
部
を
商
工
会
や
商
店

と
連
携
し
て
野
田
村
商
品
券
で

対
応
で
き
な
い
か
、
村
内
商
店

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

考
え
は
。

村
長　

消
防
団
の
考
え
方
等
々

も
考
慮
し
、
使
用
方
法
等
協
議

し
な
が
ら
可
能
か
ど
う
か
、
今

後
検
討
課
題
と
し
た
い
。

小
野
寺
議
員　

上
明
内
村
営
住

宅
は
建
設
さ
れ
30
年
以
上
経
過

し
、
各
所
に
お
い
て
改
修
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
特
に
も
ト
イ

レ
は
早
急
に
水
洗
化
し
入
居
者

の
生
活
環
境
を
考
慮
し
て
頂
き

た
い
。
今
後
の
改
修
や
下
水
道

整
備
の
予
定
に
つ
い
て
は
。

村
長　
「
野
田
村
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」を
策
定
し
、上
明

内
住
宅
は
屋
根
や
外
壁
に
塗
装

の
劣
化
が
見
ら
れ
、
今
年
度
か

ら
塗
装
工
事
を
行
っ
て
お
り
平

成
29
年
度
に
か
け
全
棟
の
塗
装

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
の
水
洗
化
に
つ
い
て
は
、
平

成
32
年
度
ま
で
の
公
共
下
水
道

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
接

続
整
備
す
る
。

小
野
寺
議
員　

浄
化
槽
設
置
で

の
対
応
の
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

浄
化
槽
設
置
は
認
め
ら

れ
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
補
助

制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。
少
し

で
も
早
く
下
水
道
整
備
を
進
め

て
い
く
。

小
野
寺
議
員　

外
壁
と
屋
根
の

塗
装
以
外
の
部
分
の
改
修
予
定

は
な
い
か
。
ま
た
28
年
度
中
に

新
し
く
村
営
住
宅
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
グ

レ
ー
ド
の
差
が
生
じ
る
と
入
居

さ
れ
る
方
が
減
る
の
で
は
と
心

配
さ
れ
る
が
、
考
え
は
。

村
長　

建
設
年
度
の
ず
れ
に
よ

り
一
部
止
む
を
得
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
支
障
等
が
あ
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応

し
少
し
で
も
早
く
、
水
洗
化
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

小
野
寺
　
光
男
　
議
員

村
長　

出
動
手
当
を
増
額
す
る

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
は

復
興
現
場
　

　
　
見
学
会

三陸沿岸道路建設工事のようす

上明内村営住宅

上
明
内
　
　

　
村
営
住
宅

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う



⑨－ 議会だより  のだ　№135

区
で
実
施
し
、
２
０
０
回
以
上
、

参
加
人
数
は
延
べ
２
８
０
０
人

を
超
え
る
。
内
容
は
各
地
区
で

決
定
し
茶
話
会
や
健
康
相
談
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
創
作
活
動
な
ど

で
地
域
の
方
々
の
触
れ
合
い
の

場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
１

回
に
つ
き
共
同
募
金
の
２
千
円

を
補
助
し
て
い
る
。

山
田
議
員　

参
加
し
て
い
な
い

方
々
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

は
。

村
長　

そ
の
よ
う
な
方
々
に
は

見
守
り
訪
問
等
の
際
に
声
掛
け

を
し
な
が
ら
、
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

山
田
議
員　

今
回
の
低
気
圧
対

応
は
、
行
政
だ
け
で
は
限
界
が

あ
っ
た
と
危
惧
す
る
が
、
実
情

を
ど
う
捉
え
ど
の
よ
う
に
対
策

し
て
行
く
か
。

村
長　

行
政
だ
け
で
は
迅
速
な

対
応
は
難
し
い
の
が
事
実
で
、

日
頃
か
ら
村
民
一
人
ひ
と
り
が

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
加
え
て
、
出

山
田
議
員　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
計
画

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　村

長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
、

多
く
の
方
々
の
参
画
で
本
村
に

お
け
る
課
題
抽
出
や
、
取
り
組

む
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
基

づ
く
総
合
戦
略
の
方
向
性
と
し

て
、
資
源
を
生
か
し
た
雇
用
の

創
出
、
住
環
境
の
整
備
、
出
会

い
や
交
流
、
外
部
と
の
つ
な
が

り
の
深
化
を
含
め
た
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
構
築
等
を
重
点

項
目
と
し
、
４
０
０
０
人
規
模

の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。

山
田
議
員　

こ
れ
ま
で
10
年
間

の
計
画
を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、

28
年
度
か
ら
の
10
か
年
に
ど
う

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

村
長　

野
田
村
総
合
計
画
は
前

期
・
後
期
各
５
年
の
事
業
に

な
っ
て
い
る
。
27
年
度
ま
で

の
後
期
計
画
の
中
で
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
含
め
て
１
８
８
事
業
で
、

達
成
し
た
も
の
は
42
で
22
％
、

継
続
中
の
も
の
が
１
４
１
で

75
％
。
未
達
成
の
も
の
が
５
事

業
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
継
続

中
の
も
の
は
精
査
し
な
が
ら
進

め
、
未
達
成
の
も
の
は
内
容
を

検
討
し
た
上
で
、
必
要
が
あ
れ

ば
達
成
す
る
方
向
で
進
め
て
行

く
。

山
田
議
員　

未
達
成
の
５
事
業

に
つ
い
て
示
せ
。
ま
た
、
住
民

懇
談
会
を
有
意
義
な
懇
談
会
と

し
、
住
民
と
情
報
を
共
有
し
て

行
く
こ
と
は
総
合
戦
略
を
実
現

す
る
た
め
に
大
切
だ
と
考
え
る

が
、
村
長
の
意
気
込
み
は
。

村
長　

後
期
の
未
達
成
の
も
の

は
、
前
浜
の
保
安
林
関
係
・
役

場
前
の
道
路
改
良
・
プ
ー
ル
の

温
水
化
・
野
田
く
ら
し
の
体
験

移
住
事
業
と
移
住
定
住
促
進
の

宅
地
造
成
事
業
だ
。
津
波
等
で

未
達
成
で
、
こ
れ
ら
は
財
政
等

見
な
が
ら
今
後
も
計
画
し
て
い

く
。
住
民
懇
談
会
等
の
活
性
化

の
為
に
も
開
催
時
期
や
開
催
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、

基
本
的
に
は
住
民
と
同
じ
目
線

で
こ
れ
ま
で
同
様
、
こ
れ
か
ら

も
そ
の
よ
う
な
意
識
で
や
っ
て

い
く
。

山
田
議
員　

日
向
保
育
所
及
び

玉
川
保
育
所
の
耐
震
診
断
に
つ

い
て
保
育
会
と
の
協
議
の
進
捗

状
況
は
。

村
長　

日
向
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
耐
震
診
断
実
施
済
み
。
診

断
結
果
は
、「
補
強
の
必
要
性
あ

り
」、保
育
会
で
改
修
検
討
を
進

め
て
い
る
。
玉
川
保
育
所
は
今

後
実
施
検
討
す
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
保
育
会
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
る
。

山
田
議
員　
「
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
事
業
」
に
つ
い
て

年
間
を
通
じ
定
着
・
充
実
し
て

き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
施
内
容
と
成
果
及
び
予

算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
。

村
長　

平
成
10
年
か
ら
、
野
田

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
地
区
の

公
民
館
等
を
利
用
し
実
施
し
て

い
る
。
平
成
27
年
度
は
21
の
地

山
田
　
陽
子
　
議
員

 

村
長　

住
民
の
意
識
・
意
見
を
反
映
し
、

 　
　
　

同
じ
目
線
で
実
現
を
目
指
す

創
生
総
合
戦
略
実
現
に
向
け
た
基
本
構
想
の
あ
り
方
は

耐
震
補
強

い
き
い
き
サ
ロ
ン

気
象
災
害
対
策

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う



議会だより  のだ　№135 －⑩

国
は
、
女
性
の
社
会
的
活
躍
を

重
要
な
課
題
と
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
女
性
の
力
を
活
か
し
た

社
会
を
目
指
し
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
。
こ
の
事
と
、
男
女

共
同
参
画
は
関
連
性
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
進
め
る
「
野
田
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
お
い
て
も
重
要
な
観

点
で
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え

た
と
き
、
男
女
共
同
参
画
の
実

現
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
長　

国
で
は
、
女
性
活
躍
推

進
法
を
定
め
、
女
性
の
力
を
活

か
し
た
社
会
の
創
造
を
目
指
し

て
い
る
。
村
と
し
て
も
委
員
会

等
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
、
女

性
の
活
躍
す
る
機
会
の
形
成
に

努
め
て
い
る
。
平
成
20
年
３
月

に
は
「
野
田
村
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
を
策
定
、
同
年
６

月
に
計
画
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
野
田
村
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
地
域
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
、
協

議
会
と
の
活
動
と
連
携
を
強

め
、
積
極
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、

平
成
29
年
に
は
見
直
し
を
行
う
。

そ
の
作
業
等
を
通
じ
、
計
画
と

そ
の
理
念
に
つ
い
て
の
周
知
も

図
り
つ
つ
、
住
民
、
企
業
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
意
識
啓
発
に
努
め
る
。

山
田
議
員　

平
成
28
年
か
ら
10

か
年
の
野
田
村
総
合
計
画
に
男

女
共
同
参
画
の
こ
と
が
組
み
込

ま
れ
て
い
な
い
が
、
な
ぜ
な
の

か
。

村
長　

震
災
後
の
昨
年
２
月
に

再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
男

性
も
女
性
も
一
緒
に
協
力
し
よ

う
と
言
う
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
が

一
番
大
き
い
の
で
、
息
の
長
い

活
動
を
続
け
な
が
ら
こ
の
共
同

参
画
が
、
実
現
す
る
た
め
に
村

と
し
て
努
め
る
。

山
田
議
員　

主
体
的
に
企
画
運

営
す
る
事
の
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
育
成
に
向
け
た
制
度
の

普
及
・
啓
発
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
よ
り
、

新
た
な
企
画
や
要
望
が
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
く
。

来
る
だ
け
多
く
の
村
民
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
災
害

時
の
避
難
等
に
支
援
の
必
要
な

方
の
確
認
と
支
援
体
制
づ
く
り

の
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
。

山
田
議
員　

最
近
の
気
象
予
報

に
関
し
て
、
低
気
圧
に
よ
る
暴

風
等
は
、
警
報
が
解
除
さ
れ
て

か
ら
強
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

観
測
の
精
度
を
上
げ
て
も
ら
う

対
策
は
な
い
の
か
。

村
長　

気
象
庁
の
最
新
の
技
術

と
設
備
を
も
っ
て
し
て
も
、
的

確
に
予
報
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

山
田
議
員　

生
涯
学
習
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
学
校
教
育
と
の
違
い
、
併
せ

て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
生
涯

学
習
事
業
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

生
涯
学
習
と
は
、
学

習
者
の
個
人
が
自
由
な
意
識
に

基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ

た
方
法
で
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
習
し
て
い
く
こ
と
と
捉
え

る
。
学
校
教
育
は
、
児
童
生
徒

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
知
識
や
能
力

と
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
態
度
を
育

て
る
事
と
考
え
る
。
キ
ッ
ズ
セ

ン
タ
ー
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験

学
習
事
業
、
成
人
対
象
は
い
き

い
き
ラ
イ
フ
事
業
で
27
年
度
は
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ヨ
ガ
・
ス
ト

レ
ッ
チ
ボ
ー
ル
教
室
や
星
空
観

察
会
・
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
料

理
教
室
な
ど
多
種
多
様
な
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

山
田
議
員　

様
々
な
事
業
の
中

で
成
人
対
象
の
事
業
は
ス
ポ
ー

ツ
教
室
関
係
が
多
い
が
、
こ
れ

ら
を
独
立
し
た
か
た
ち
で
１
団

体
と
し
て
組
織
化
を
す
る
こ
と

も
重
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

団
体
・
住
民
等
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
協
議
の
う
え
対

応
・
検
討
し
て
行
く
。

山
田
議
員　

村
で
は
生
涯
学
習

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
大
会
は
主
に
児
童
生
徒
に

シ
フ
ト
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

が
、
成
人
対
象
の
事
業
を
中
心

の
開
催
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
社
会
指
導
主
事
と
言
う
、

専
門
性
の
高
い
職
員
を
積
極
的

に
活
用
し
、
生
涯
教
育
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
社
会
の

大
き
な
変
動
の
中
、
各
自
治
体

の
大
会
等
の
持
ち
方
も
変
わ
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。　
　

社
会
指
導
主
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
度
ま
で
県
教
委
で
市

町
村
に
派
遣
し
て
き
た
。
法
改

正
に
よ
り
１
万
人
未
満
の
町
村

の
場
合
に
は
努
力
義
務
規
定
と

な
っ
た
た
め
本
村
の
場
合
配
置

は
な
い
。
し
か
し
機
会
あ
る
ご

と
に
要
望
し
て
い
る
。

　
山
田
議
員　

地
域
に
お
け
る
共

同
参
画
の
推
進
の
実
状
は
、
な

か
な
か
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。

男
女
共
同
参
画

ス
ポ
ー
ツ
事
業

さけ稚魚放流のようす

生
涯
学
習
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宇
部
議
員　

住
ま
い
の
再
建
方

法
が
未
定
と
な
っ
て
い
る
世
帯

が
５
世
帯
あ
る
よ
う
だ
が
、
実

態
と
見
通
し
は
。

村
長　

み
な
し
仮
設
住
宅
と
し

て
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
暮
ら
し
て

い
る
被
災
者
で
、
災
害
公
営
住

宅
や
自
立
再
建
も
希
望
し
て
い

な
い
世
帯
だ
。

宇
部
議
員　

高
台
団
地
・
公
営

住
宅
と
診
療
所
や
商
業
施
設
等

を
結
ぶ
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
を

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

村
長　

村
営
バ
ス
の
ル
ー
ト
見

直
し
を
含
め
、
新
た
な
交
通
体

系
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

宇
部
議
員　

被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
５
０
０
万
円
へ
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら

に
国
に
要
望
を
強
め
て
行
く
こ

と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
が
。

村
長　

政
府
答
弁
に
も
留
意
し

つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
機
会
を
捉
え
て
要
望
を

し
て
い
く
。

宇
部
議
員　

防
集
事
業
に
お
け

る
住
宅
宅
地
無
償
貸
与
に
つ
い

て
村
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

宅
地
貸
与
の
要
望
は
な

か
っ
た
。
残
り
の
一
区
画
に
つ

い
て
は
、
借
地
も
選
択
肢
の
一

つ
に
な
る
。

宇
部
議
員　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
築
の
課
題
に
対
応
す
る

よ
う
に
、
新
町
集
会
所
へ
の
常

駐
な
ど
、
支
援
員
の
活
動
ス
タ

イ
ル
を
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
社

協
事
務
所
を
拠
点
に
活
動
し
、

各
地
区
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

地
区
に
寄
り
添
っ
た
も
の
に
し

て
い
く
。

宇
部
議
員　

来
年
度
の
応
援
職

員
な
ど
人
材
確
保
の
見
通
し

は
。

村
長　

平
成
28
年
度
の
必
要
数

は
27
名
だ
が
、
現
在
人
材
数
は

20
名
。
事
業
実
施
に
支
障
な
き

よ
う
確
保
に
努
め
る
。

生
活
支
援
員

住
宅
再
建

宅
地
無
償
貸
与

宇
部
　
武
典
　
議
員

村
長　

新
た
な
交
通
体
系
の
検
討
を
進
め
る

デ
マ
ン
ド
交
通
（
予
約
型
乗
合
交
通
）
の
導
入
は

被
災
者
生
活

　
再
建
支
援
金

応
援
職
員

　
　
の
確
保

派遣任期を終えて（３月撮影）

村 営 バ ス

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う
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宇
部
議
員　

県
立
高
校
再
編
計

画
は
、
岩
手
の
後
期
高
等
教
育

に
つ
い
て
、
全
国
標
準
に
頼
る

だ
け
で
な
く
岩
手
の
風
土
や
社

会
環
境
に
合
わ
せ
て
計
画
す
べ

き
だ
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

復
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
で
「
統
合
」
と
の
考
え
が

示
さ
れ
た
。
定
員
確
保
に
向
け

知
恵
を
出
し
合
い
取
り
組
む
当

面
の
間
、
久
慈
工
業
高
校
を
存

続
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
署
名
も

あ
わ
せ
て
県
教
委
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

宇
部
議
員　

法
成
立
後
も
戦
争

法
を
支
持
し
て
い
な
い
国
民
が

多
数
い
る
。
こ
の
声
を
受
け
て

野
党
五
党
は
共
同
で
安
保
法
制

廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。
こ
う

し
た
一
連
の
動
き
に
つ
い
て
村

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

村
長　

様
々
な
活
動
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

国
政
の
場
は
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
お
い
て
国
民
の
前
で

真
剣
に
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

宇
部
議
員　

現
在
１
・
８
５
の

合
計
特
殊
出
生
率
が
平
成
32
年

以
降
は
２
・
６
ま
で
上
昇
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
、
野
田

村
の
総
合
人
口
の
将
来
展
望
が

推
計
さ
れ
て
い
る
。
２
・
６
と

い
う
数
値
は
昭
和
60
年
の
２
・

４
１
以
降
久
慈
圏
域
で
も
一
度

も
達
成
し
た
こ
と
が
な
い
数
値

だ
。

　

小
さ
く
て
も
キ
ラ
ッ
と
光
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
村
を
目
指
し

て
堅
実
な
村
づ
く
り
に
取
り
組

む
ほ
う
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。

　

今
度
の「
野
田
村
総
合
計
画
」

宇
部
議
員　

平
成
27
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
対

策
の
た
め
の
国
の
財
政
支
援

１
７
０
０
億
円
は
野
田
村
に
は

ど
の
よ
う
に
及
ん
で
い
る
か
。

村
長　

今
年
度
野
田
村
に
は

「
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
」と
し

て
約
５
２
０
万
円
が
交
付
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
保
険
税
軽
減
措

置
分
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
だ
。

宇
部
議
員　

国
保
事
業
の
都
道

府
県
化
に
伴
い
、
平
成
30
年
度

以
降
は
都
道
府
県
に
「
財
政
安

定
化
基
金
」
が
設
置
さ
れ
る
。

　

平
成
26
年
度
で
村
の
国
保
基

金
保
有
は
４
７
０
０
万
円
余
り

（
一
人
当
た
り
３
万
円
余
）に
な

る
。
こ
れ
を
国
保
税
引
き
下
げ

に
活
用
で
き
な
い
か
。

村
長　

村
の
国
保
基
金
は
引
き

続
き
残
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
は
国
保
事
業
の
推
進

に
充
て
る
も
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
国
保
税
の
引
き
下
げ
に
活

用
す
る
考
え
は
な
い
。

宇
部
議
員　

番
号
が
通
知
さ
れ

て
い
な
い
人
は
何
人
で
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
は
。

ま
た
、
不
安
や
疑
問
の
声
は
な

い
か
。

村
長　

２
月
25
日
時
点
で
18
世

帯
22
人
分
と
な
っ
て
お
り
、
申

請
済
み
が
２
０
９
人
、
そ
の
う

ち
カ
ー
ド
交
付
を
受
け
た
人
は

74
人
で
あ
る
。
使
用
場
面
に
つ

い
て
の
問
い
が
最
も
多
い
。

宇
部
議
員　

個
人
情
報
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
一
体
で
記
載
さ
れ

て
い
る
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
の

は
危
険
だ
。
海
外
で
の
漏
え
い

等
の
事
例
を
見
て
も
、
こ
の
制

度
は
中
止
・
凍
結
し
、
廃
止
に

向
け
た
検
討
が
必
要
。
村
と
し

て
も
そ
の
声
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

村
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
本
村
と
し
て
は
遺
漏
の
な

い
よ
う
着
実
に
事
務
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

低
所
得
者
支
援

安
保
法
制

総
合
策
定
計
画

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

国
保
税

高
校
再
編

ぱあぷる祭りのようす



村
長　

保
育
料
は
い
ず
れ
す
べ

て
無
料
化
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
国
の
軽
減
策
な
ど
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の
意
味
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

確
か
に
大
変
厳
し
い
数

値
目
標
だ
。
し
か
し
、
村
の
姿

勢
と
し
て
、
結
婚
か
ら
出
産
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

く
こ
と
に
よ
り
目
標
に
近
づ
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
４
０
０
０
人

規
模
を
維
持
す
る
た
め
の
努
力

目
標
と
し
て
若
い
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
な
が
ら
着
実
に
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
宇
部
議
員　

平
成
28
年
度
か
ら

国
が
保
育
料
の
無
料
化
を
拡
充

実
施
す
る
。
こ
れ
は
村
と
国
の

保
育
料
無
料
化
が
重
な
る
部
分

が
生
じ
、
国
の
新
措
置
は
村
独

自
の
無
料
化
拡
充
に
な
る
こ
と

か
ら
、
野
田
村
に
お
い
て
は
早

期
の
保
育
料
全
部
無
料
化
を
目

指
す
べ
き
と
思
う
が
そ
の
見
通

し
は
。

の
動
向
を
注
視
し
、
村
の
財
政

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
継
続

し
て
い
く
。

　地方公共団体は、公の施設の設置目的を効果的
に達成するため必要があると認めるときは、条例
の定めるところにより、法人その他団体であって
地方公共団体が指定するものに当該公の施設の管
理を行わせることができる。一層向上したサービ
スを住民が享受することとなり、ひいては住民の
福祉がさらに増進されることを期待する。
なお、指定管理者の指定を行う時はあらかじめ議
会の議決を得なければなりません。
（地方自治法より抜粋）

野田村の例：ぱあぷる、えぼし荘、農村公園等

Ｑ .指定管理者とは？
Ａ.地方公共団体の指定を受けて公の施設の
管理を行う法人その他の団体をいう。

保
育
料
無
料
化

人権擁護委員による保育所訪問
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　本会議では、請願第１号に関して賛成、反対の立場からそれぞれ２人ずつ、
計４人の議員が討論を行いました。

　国民の大多数の支持を得た国会議員が議論を尽くし、採決さ
れたことは国民の大多数の支持を得たものと理解しています。
また、私は諸外国の脅威を心配しつつ、有事の際に同盟国頼り
で国民の生命を守れるのか心配です。政府はさらなる安全保障
や憲法改変の時期を見極めつつ、今できる憲法解釈をし、法案
を提出したものと解釈しています。安全保障関連法は決して戦
争法でもありませんし、政権維持の法律でもない。戦争放棄を
立憲しても国を守るのが自国民であり、同盟国に安全を委ねて
も国民の安全安心は確保できないと思っております。戦争法と言
い、子や孫を戦争に行かせますかと訴え、反対運動を先導する本
請願には賛成できないことを表明し、反対討論といたします。

　国民の代表として選ばれた方々が
議論に議論を重ね決定した重いもの
で、むやみに廃止する必要がないと
訴え反対しております。あれから３
カ月あまりが経過しますが、国の動
き、国民にも変化が感じられません。
変化しているのは夏の参議院選挙に
向けての野党５党首の動きで、理解
に苦しみます。こうしたなかで私は
さらに強い意志のもとに、請願第１
号を採択することに反対いたします。

請願第１号
安全保障関連法案の強行採決に抗議し第189回国会
で成立した安全保障関連法の廃止を求める請願

古舘  幹男　議員

八幡  文耕　議員

宇部  武典　議員

米田  徳一郎　議員

賛成４人、反対７人で不採択（15ページ参照）

３月定例会

討論

　日本は、この地球上で唯一の被爆国であり、第二次
世界大戦の敗戦を経験しています。その結果として現
在の日本国憲法が成立したものと思います。この憲法
のおかげで戦争に巻き込まれることがなく過ごせてき
たと思います。戦争にルールはありません。自衛隊は
兵隊ではありません。憲法を変えない限り武器を持つ
ことはできません。現行の憲法解釈で成立させた法案
だから多くの方々が反対し、全国で行動を起こしまし
た。日本だからできる方法があるはずです。いかなる
理由があろうとも戦場に行くような可能性のある法案
は廃止すべきと考えます。

　強行採決に抗議し、法案の廃止を求める意
見書を提出して欲しいということが請願の主
旨であります。憲法学者たちは憲法違反だと
述べている中で憲法を無視しているという危
惧から全国津々浦々で廃止の運動が起きてお
ります。多くの国民の可決成立に反対する声
が多い中、あのような形で採決されたことは
遺憾であり、安保関連法は廃止が適当である
と考えています。国会多数で決定しても効力
を有しないという憲法98条も考慮しながら、
賛成討論とします。

賛成

反対
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会議 議案番号 議 案 内 容

宇
部
武
典

岩
岡
吉
比
古

古
舘
幹
男

八
幡
文
耕

山
田
陽
子

内
野
澤　

進

米
田
徳
一
郎

米
田
忠
一

小
野
寺
光
男

中
川
大
和

廣
内
和
之

貮
又
正
人

結　

  

果

第
3
回

臨
時
会

承認第１号 野田村税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の専決処分に関
し承認を求めることについて × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第１号 都市公園事業整備（４号）工事の請負契約の締結に関し議決を求めることに
ついて 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

第

３

回

定

例

会

議案第１号 平成27年度野田村一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第２号 平成27年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第３号 平成27年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第４号 平成27年度野田村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第５号 平成27年度野田村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第６号 平成27年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第７号 平成27年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第８号 行政不服審査会条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第９号 野田村行政手続条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第10号 情報公開条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第11号 個人情報保護条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第12号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第13号 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第14号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 可

議案第15号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第16号 野田村議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第17号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第18号 一般職の職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第19号 野田村税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第20号 野田村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第21号 野田村手数料条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第22号 野田村村営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第23号 野田村消防団委員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正す
る条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第24号 字の区域の変更に関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第25号 野田村城内地区保健センター・防災拠点施設建設工事の請負契約の締結に関
し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第26号 野田村北区地区防災センター建設工事の請負契約の締結に関し議決を求める
ことについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第27号 村道路線の認定に関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第28号 村道路線の変更に関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第29号 野田村固定資産評価委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同

議案第30号 平成28年野田村一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第31号 平成28年野田村国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第32号 平成28年野田村後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第33号 平成28年野田村農業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第34号 平成28年野田村漁業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第35号 平成28年野田村公共下水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第36号 平成28年野田村簡易水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第37号 平成28年野田村国民宿舎事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

請願第１号 安全保障関連法案の強行採決に抗議し第189回国会で成立した安全保障関連
法の廃止を求める請願 〇 × 〇 × 〇 × × × × × 〇 －

不
採
択

〇賛成　×反対　
※議長は採決に参加しな い２月臨時会＆３月定例会採決一覧表２月臨時会＆３月定例会採決一覧表２月臨時会＆３月定例会採決一覧表２月臨時会＆３月定例会採決一覧表２月臨時会＆３月定例会採決一覧表２月臨時会＆３月定例会採決一覧表
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◎議会の動き（12月～２月）◎
《12月》
12月13日　下安家地区コミュニティセンター竣工式
　　　　　（下安家地区コミュニティセンター）・・・議長
12月14日　知事を囲む会（岩手県自治会館）
　　　　　中野久氏の総務大臣感謝状を祝う会・・・・議長

《１月》
１月５日　野田フレンドワーク総会（えぼし荘）・・・議長
１月７日　野田分署建設安全祈願祭（現地）・・・・・議長
１月10日　野田村消防出初式（体育館）
　　　　　第64回成人式（総合センター）・・・・・全議員
１月11日　洋野町誕生10周年記念式典
　　　　　　　　　（洋野町・セシリアホール）・・・議長
１月13日　野田村商工会50周年記念式典（えぼし荘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・全議員
１月28日　岩手県町村議会議長会定例監事会・理事会
　　　　　　　　　　　　　（岩手県自治会館）・・・議長
１月31日　米田部落会初午祭（米田地区集落センター）
　　　　　下明内地区初午祭（下明内地区構造センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・議長

《２月》
２月６日　野田村生涯学習大会（総合センター）・・・議長
２月７日　上明内初午祭（上明内地区活性化センター）
　　　　　泉沢部落会初午祭（泉沢公民館）・・・・・議長
２月14日　南浜部落会初午祭（南浜地区コミュニティセンター）
　　　　　久慈市市政施行10周年式典（アンバーホール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・議長
２月17日　北部地区町村議会議長会県議との懇談会
　　　　 （盛岡市グランドアネックス）・・・議長・副議長
２月19日　岩手県町村議会議長会定期総会
　　　　　　　　　　　　　（岩手県自治会館）・・・議長
２月21日　下安家地区初午祭
　　　　　（下安家地区コミュニティセンター）・・・議長
２月26日　県北８市町村長・議長の懇談会
　　　　　　　　　　（アグリパークおおさわ）・・・議長
２月28日　門前小路地区初午祭（門前小路公民館）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・議長

　この春には、来年完成する公園の第３堤に桜の
木が植えられました。村民の念願であった桜並木
が数年後には見事な花を咲かせ、震災からの復興
のシンボルとなるでしょう。その時はぜひ桜の下
を、「散歩」それとも「ジョギング」？
　いや、やっぱり「花見で乾杯」でしょうかね。
今からそんなことを考えているのは私だけです
か？？（山田）

議会広報編集委員会
委 員 長　小野寺  光男
副委員長　山田  陽子
委　　員　宇部  武典・古舘  幹男・米田  徳一郎
　　　　　廣内  和之

県道野田山形線工事視察のようす（新町高台付近）

災害公営住宅視察のようす①

災害公営住宅視察のようす②

　東日本大震災津波復興特別委員会（岩岡吉比古委員長）
は２月15日に県道野田山形線工事の様子を、３月８日に
は新町地区の災害公営住宅をそれぞれ視察しました。
　今後の議会活動に生かすべく各担当者の説明に熱心に耳
を傾けました。
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東日本大震災津波復興特別委員会
～県道野田山形線
　 ＆新町災害公営住宅視察～


